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１．教員紹介・主な研究分野	
 

2004年福島県立医科大学大学院看護学研究科修士課程修了。2004年より本学に着任。 
現在、精神科病棟における患者から看護師への暴力を主な研究分野としている。具体的に

は、「精神科病棟における患者から看護師への暴力防止のための患者教育プログラムの開発」

をテーマとして、地域で生活する精神疾患を持つ患者を対象として、プログラムのニーズに

関する面接調査を行っている。今後は、その結果をもとに精神科病棟における患者から看護

師への暴力防止のための患者教育プログラムを開発していきたい。 
教育に関しては、専門看護師コース(精神看護学分野)において、複雑で解決困難な精神の健
康を持つ人およびその家族・集団への卓越した看護実践とそれに必要な組織変革ができる人

を育成できるよう、自分自身の能力向上に努めていきたい。 
 

２．研究業績	
 

①最近の著書・論文	
 

・	
 安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、
学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び.第39回日本看
護学会論文集【精神看護】, 47-49. 

・	
 安永薫梨. (2010). 精神科病院における患者から看護師への暴力の実態と看護の在り方～看護
師に暴力を振るった患者を対象とした質問紙調査より～, 福岡県立大学看護学研究紀要, 7(2), 
72-81. 

・	
 清水奈津子, 吉田恭子, 永嶋由理子, 渡邉智子, 江上千代美, 小森直美, 安永薫梨, 尾形由紀子, 
中野榮子, 石川フカヱ, 鳥越郁代, 宮城由美子, 野口藍子. (2011). 助教・助手を対象とした経
験型実習教育での直接的経験の教材化に関する研修会実践報告-ロールプレイを活用した学び
の検討. 福岡県立大学看護学研究紀要, 8(1), 37-45. 

・	
 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，北川明，中野榮子，安酸史子，安

田妙子，政時和美，松井聡子． (2011)．精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺
度の作成：因子分析と信頼性の検証. 福岡県立大学看護学研究紀要, 9(1), 1-10． 

・	
 安酸史子,	
 北川明【編】,	
 佐藤香代【監修】,	
 安永薫梨（他）.(2011)．看護師国家試験過去
問題2012年.	
 メディカ出版.	
 

・	
 安永薫梨．(2011). 精神疾患を持つ患者が看護師への暴力を思い止まったその思いと試み. 日
本精神保健看護学会誌, 20(2), 21-27. 

②その他の業績	
 

・	
 安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、
学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び. 平成 19-20年
度研究奨励交付金研究成果報告書, 81-82. 

・	
 安永薫梨. 精神疾患を持つ患者が看護師への暴力を思い止まったその思いと試み. 日本精神保
健看護学会学術集会, 名古屋. 

・	
 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，安田妙子, 北川明，中野榮子，安
酸史子. (2011). モジュール型精神障がい者社会復帰促進研修プログラムの開発:看護観と援助
への動機づけ育成コース. 第 31回日本看護科学学会学術集会, 高知. 第 31回日本看護科学学
会学術集会講演集,226. 

・	
 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，安田妙子, 北川明，中野榮子，安
酸史子. (2011). モジュール型精神障がい者社会復帰促進研修プログラムの開発:直接ケア能力
育成コース. 第 31回日本看護科学学会学術集会, 高知. 第 31回日本看護科学学会学術集会講
演集,226. 



③過去の主要業績	
 

・	
 安永薫梨. (2005). 精神科閉鎖病棟において患者から看護師への暴力が起こった状況と臨床判
断. 福岡県立大学看護学部紀要, 2(1), 11-20. 

・	
 安永薫梨. (2006). 精神科閉鎖病棟における患者から看護師への暴力の実態とサポート体制，
日本精神保健看護学会誌，15(1)，96-103． 

・	
 安永薫梨，松枝美智子，安田妙子,中津川順子，村島さい子，中野榮子，安酸史子. (2007).経
験型精神看護実習ワークショップによる実習指導への効果と今後の課題：実習施設と大学協働

の取り組み．福岡県立大学看護学研究紀要, 5(1), 19-27.  
 

３．外部研究資金	
 

・	
 文部科学省、科学研究費補助金（若手研究B）、「精神科病棟における患者から看護師への暴
力防止のための患者教育プログラムの開発」、224万円、平成 22年度～平成 24年度. 

・	
 文部科学省、「科学研究費補助金(基盤研究 B)、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性
に関する研究」、平成 21年度～平成 24年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
 

５．所属学会	
 

日本精神科看護技術協会、日本精神保健看護学会、日本看護科学学会、日本看護協会、日本

看護学教育学会、福岡県精神保健福祉協会	
 

 
６．担当授業科目	
 

<学部>	
 

精神保健・2単位・1年・後期、精神看護論・2単位・2年・通年、精神看護実践論・1単位・3
年・通年、精神看護実習・2 単位・3 年・通年、統合実習・3 単位・4 年・前期、専門看護ゼ
ミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・後期 
<大学院>	
 

精神看護対象論・2単位・修士 1年・前期、精神看護援助論・4単位・修士 1年・通年、精神
看護セラピー・4単位・修士 1年・通年、精神看護関連法規/制度/政策・2単位・修士 1年・通
年、精神看護直接ケア実習Ⅰ・2 単位・修士１年・通年、精神看護専門看護師役割実習Ⅰ・修
士 1年・通年 
 

７．社会貢献活動	
 

福岡県立大学看護実践研究センターの糖尿病看護認定看護師教育課程で「対人関係論」の一部

を担当 
 

８．学外講義・講演	
 

・	
 安永薫梨. (2011. 4). 研究とは. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰府. 
・	
 安永薫梨. (2011. 4). 研究計画書の書き方・文献検索の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰
府病院院内研修, 太宰府. 

・	
 安永薫梨. (2011. 7). 論文構成の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰
府. 

・	
 安永薫梨. (2011. 9). 講評の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰府. 
・	
 安永薫梨. (2011.11). 講評. 福岡県立精神医療センター太宰府病院看護研究発表会, 太宰府. 

 
９．附属研究所の活動等	
 

・	
 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師
コース精神専門看護師コース公開授業Ⅰ：司法看護における精神看護専門看護師の役割. 田川
市. 



・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師
コース精神専門看護師コース公開授業Ⅱ：認知行動療法の看護への適用, 田川市. 

・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師
コース精神専門看護師コース公開授業Ⅲ.：セルフケアを促進する技術：対応困難な身体疾患を
持つ人とその家族の看護. 田川市. 

・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師
コース精神専門看護師コース公開授業Ⅳ：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の役

割. 田川市. 
	
 


